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要約 

 
従来から運動行動の動機づけに関する研究では，質問紙による自己報告と運動行動（例えば，運

動強度，運動頻度）の関係が示されてきた．しかしながら，社会心理学では，質問紙で測定される

心理指標と実験課題等で測定される行動指標の関連の弱さが指摘されている．この原因の1つに社

会的望ましさの影響が考えられる． 

社会的望ましさが反映されにくい測定法として潜在指標がある．潜在指標は，多くの研究におい

て顕在指標（質問紙法）よりも優れた行動指標の予測因になり得ることが明らかになっている．本

研究では，潜在指標の中でも，簡便的に測定できる感情誤帰属手続き（Affect Misattribution 

Procedure; Payne et al., 2005，以下，AMPと略す）を用いて，運動行動との関係を明らかにする

こととした． 

 実験参加者36名に対して，自転車エルゴメーターを用いた快適自己ペース運動を実験課題とした．

運動前に潜在指標であるAMPおよびPOMS短縮版（横山, 2005）を測定し，運動前および運動中の心

拍数との相関係数を算出した．相関分析の結果，AMPは POMSよりも心拍数との関係が強いことが示

された． 

 
キーワード： 感情誤帰属手続き，潜在指標，非意識，AMP，スポーツ
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１．はじめに 

 軽い負荷あるいはゆるやかなペースで運動を始めたとしても，運動開始後，徐々に負荷を加える

あるいは速くする人がいる．一方，なるべく最小限の負荷あるいは速さで運動を終える人もいる．

このような運動強度の選択の個人差は動機づけの機能として説明ができる．動機づけには行動を開

始する機能，方向付ける機能，持続・継続する機能があり，運動強度の選択の個人差は方向付けの

機能に相当する．すなわち，動機づけは運動強度の個人差を予測する要因になり得る． 

 従来から運動行動の動機づけに関する研究では，質問紙を用いて，運動強度や運動頻度との関連

が示されている．例えば，Jaakkola et al.（2008）は，自己決定理論に基づいて作成されたSport 

Motivation Scale（Pelletier et al., 1995，以下，SMSと略す）とSituational Motivation Scale

（Guay and Vallerand, 2000，以下，SIMSと略す）を用いて，運動中の心拍数との関係を分析した

ところ，SMSとは無相関だったものの，SIMSとは弱い正の相関（r = .32）があることを報告した． 

しかしながら，質問紙により事前に心理指標を測定し，その後の行動（例えば，心拍数，運動強

度など）を予測する研究結果からは，効果量が小さいことの指摘がなされている（例えば，Schinkoeth 

and Antoniewicz, 2017）．この原因の1つには，社会的望ましさが考えられる．今日の社会心理学

では，社会的望ましさが反映され難いといわれている潜在指標の測定もなされるようになり，その

中でも，感情誤帰属手続き（Affect Misattribution Procedure; Payne et al., 2005，以下，AMP

と略す）は，比較的簡便な方法により測定可能なツールとしてさまざまな領域において使われてい

る．AMP の原理は以下のように考えられている．人は曖昧な対象に判断を求められると，判断時の

感情状態に依存した誤帰属をしてしまう（及川ほか, 2009）．このような原理から，第1呈示される

刺激に対するポジティブあるいはネガティブな準備態勢が第2呈示刺激へのポジティブあるいはネ

ガティブ反応にあらわれる．また，第2刺激が曖昧なものを用いれば，第2刺激の評価は，第1呈

示で喚起される感情の評価となる（北村, 2014; Payne et al., 2005）．AMPを用いた研究には，健

康関連の行動指標を予測したものが多い．特に健康に関する自己報告の場合，主観的な健康の認知

や実際の行動を正直な気持ちで答えにくいことがあるため，AMP の有用性が明らかにされている．

例えば，AMPと偏見 (例えば，Cooley et al., 2014)や薬物使用 (例えば，Payne et al., 2007)等

との関連が示されている． 

 そこで，本研究では，潜在的な動機づけと運動行動の関係の解明を目的とする．具体的には，潜

在的な動機づけの指標として，AMP を用い，その有用性を検討するために顕在指標の気分プロフィ

ール（POMS）を用いる．研究方法は，実験法とするため，気分プロフィールは，簡便に測定できる

POMS短縮版を用いて，運動前後の測定する．また，運動行動の指標には，快適自己ペース運動時の

心拍数を用いる．快適自己ペース運動は，自分で運動強度を自由に選択することができるため，そ

の時の気分次第で運動のペースを速くも遅くもできることから，実験参加者への身体的負担が少な

い．また，快適自己ペース運動により，自由にペースを調整することはできても，それに合わせて

意図的に心拍数は調整できないため，AMPのような潜在指標との関係を示せると考えている． 
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2. 方法 

2.1. 参加者 

 週 1 回の教養科目の体育実習の他に，日常生活において定期的な運動をしていない 18 歳から 20

歳までの男子大学生40名に実験参加の依頼をした．実験参加を依頼した参加者全員からは，後述す

るインフォームドコンセントにより実験参加の協力が得られたが，機器の都合により4台の心拍計

がうまく作動しなかったため，36 名のデータについて分析を行った．参加者全員は，本実験前に，

大学の教養科目の授業において，自転車エルゴメーターを使った実習を既に受講しており，自転車

エルゴメーターの使い方ならびに心拍センサーの装着方法についは指導を受けていた． 

 

2.2. 測定法 

2.2.1. 潜在指標 

AMP（Affect misattribution procedure, Payne et al., 2005） による潜在指標の測定には，

ノートパソコンを用いた．実験プログラムのソフトには，Inqusit 3.0 を使用した．AMPのプログラ

ムには，実験を進めていくための教示，接近動機の単語，回避動機の単語，ニュートラル画像，マ

スク画像が組み込み，教示通りに進むと実験開始の画面になり，参加者のタイミングでAMPによる

測定が始まるようにした．接近動機の単語には，内発的動機づけ，自律的動機づけ，課題関与的雰

囲気，課題志向性を測定する尺度の項目に含まれる単語ならびにその類義語を用いた．また，回避

動機の単語には，外発的動機づけ，非自律的動機づけ，自我関与的雰囲気，自我志向性を測定する

尺度の項目に含まれる単語ならびに類義語を用いた．そして，あいまい図形は，遠藤ほか（2003）

ならびに久本・関口（2011）を参考にした（図1）．AMPのプログラムでは，以下の順序で画像がPC

画面上に提示されていく．最初に，接近動機の単語，回避動機の単語，ニュートラル画像のいずれ

かが75m提示される．その後，ブランクが125mあり，続いて，曖昧図形が100m提示され，マスク

画像になった時点で，曖昧図形に対する印象を好きか嫌いかで評価する（図2）．本実験では，好き

で評価する場合は，Iのキーを，嫌いで評価する場合は，Eのキーを押す． 

 

2.2.2. 顕在指標 

運動前後の気分を測定するため，短縮版 POMS（横山，2005）を用いた．POMS 短縮版には，抑う

つ尺度，怒り尺度，活気尺度，疲労尺度，混乱尺度があり，計30項目で構成されている．また，運

動後に運動強度の自覚を評定するためにボルグスケール（Borg, 1982）を用いた． 

 

2.3. 実験に使用した機器 

本実験の運動課題は快適自己ペースによる自転車運動とした．自転車には，Monark社の自転車エ

ルゴメーターを使用した．また，運動中の心拍数を測定するため，腕時計型心拍測定装置として，

Polar社の FT1を使用し，胸部装着式のベルト心拍センサーとして，Polar社のH6を使用した． 
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図2. AMPの画像の提示順
 

 

2.4. 実験の手続き 

実験当日以前に予め自転車エルゴメーターを使った実験に協力してもらうことを伝え，実験当日

の指定された時刻に大学内の体育館にある測定室前に参加者を集合させた．依頼をしていた参加者

全員が揃った後，参加者は，自転車エルゴメーターが設置してある測定室に入室し，ノートパソコ

ンが設置してあるテーブルに着席した．その後，実験者より，実験の内容について説明が口頭にて

なされた． 
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実験の内容について説明した後，実験参加の同意を得るためにインフォームドコンセントを実施

した．具体的には，実験への参加は強制するものではないこと，途中で中止したい場合には実験中

であっても抜けられること，参加しないことによる不利益は生じないこと，実験で収集されたデー

タは統計的に処理されるため，個人情報が公表されることはないこと，本実験の具体的な意図を実

験後に説明することを伝えた．その後，実験に関する質問がないかを尋ねたところ，質問する者は

いなかったが，何か聞きたいことがあれば，実験中でも尋ねて良いことを伝えた．また，実験者は

参加者の授業担当教員であることから，実験への参加不参加ならびに実験でのパフォーマンスが授

業の成績に影響することがないことも伝えた．以上の説明を理解した上で，実験への参加に同意す

る場合には，配布した調査票に氏名を書くよう伝えた． 

説明をした全員から同意を得られたため，そのまま実験を開始した．参加者は，心拍センサーの

ベルトを装着し，着席した状態で安静にさせた．そこで安静時の心拍数の測定および POMSの回答を

実施した．その後，テーブルに設置してあるノートパソコンで AMP への回答を実施した．AMP の回

答後，テーブル周辺に配置してある自転車エルゴメーターのサドルの高さの調整を参加者で行った．

全員のサドル調整が終了したことを確認し，自転車エルゴメーターに乗ることを指示した．なお，

予め運動負荷は，実験参加者が測定室に入室する前に，2kp に設定した．参加者には，快適自己ペ

ース運動（橋本ほか，1993）として，20分間の自転車運動を自分自身にとって快適と感じるペース

で継続するよう伝えた．加えて，疲れてきたら，運動のペースを落とすこと，途中で実験を辞めた

くなった場合に中止することも構わないことも伝えた．運動開始後，5分後，10分後，15分後，20

分後の心拍を測定した．20分後，参加者全員に運動の終了を告げ，各自でリラックスできるまでク

ールダウンするよう促した．その後，体調を確認し，全員が問題なしとの報告を受けた．参加者に

は，自転車から降りて，テーブルに設置してある椅子に着席し，POMSの回答を依頼した．実験の全

てを終了した後に，本研究の具体的な意図として，デブリーフィングを行った． 

 

2.5. データの分析 

 運動前に安静時の心拍数，AMP，POMSを測定する．また，運動開始後，5分後，10分後，15分後，

20分後の心拍数を運動中に測定する．そして，運動後には，POMSとボルグスケールを測定し，それ

ら変数間の相関分析を行った．データの分析に用いた統計解析ソフトは，SPSS 21.0 であった． 

 

3. 結果 

各変数間の相関係数を表1に示す．運動前の接近動機AMP（運動前に測定した潜在的な接近動機）

と心拍数の関係について，運動前は無相関であったが，運動開始後は，5分後，10分後において，

弱い正の相関が示され（順に，r = .24, r = .24），15分後，20分後においては，中程度の正の相

関が示された（順に，r = .42, r = .46）．また，運動前の接近動機AMPと運動後のPOMSの関係に

ついては，疲労と弱い正の相関が示されたが（r = .21），その他の尺度とはほぼ無相関であった．  
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一方，回避動機 AMP（運動前に測定した潜在的な回避動機）は，運動前の心拍数と弱い正の相関が

示されたが（r = .20），その他の変数とは無相関であった． 

運動前 POMS（運動前に測定した POMS 短縮版の各尺度）と心拍数の関係について，いくつかの尺

度は，運動前に弱い負の相関が示されが，運動開始後は，15分後，20分後において，活気のみが運

動中心拍数と弱い正の相関が示された（順に，r = .25, r = .29）． 

運動前の心拍数と運動中の心拍数の関係は，5 分後，10 分後，15 分後，20 分後において，弱か

ら中程度の正の相関が示された（順に，r = .34, r = .41, r = .27, r = .14）．このことからする

と，15分後，20分後においては，運動前の心拍数よりも，運動前の接近動機AMPの方が，運動中の

心拍数との相関関係が強いことになる． 

運動後に測定した運動強度の自覚（ボルグスケール）においては，運動前の接近動機AMPと弱い

正の相関が示され（r = .37），また，運動前の不安と正の相関が示された（r = .37）．そして，運

動中の心拍数とは，5分後，10分後，15分後，20分後に中程度の正の相関が示された（順に，r = .46, 

r = .52，r = .62, r = .41）． 

 

4. 考察 

 本研究の目的は，潜在指標であるAMPと実際の運動行動である心拍数の関係を明らかにすること

であった．研究方法は，大学生を参加者とした実験法であった．潜在指標（AMP）のうち，運動前の

接近動機AMPは，運動中の心拍数と正の相関が示され，時間の経過と共にその関係は弱から中程度

になった．一方，運動前の顕在指標（POMS）では，活気のみが運動中の心拍数と正の相関があった

が，その関係は弱いものであった．また，運動後に測定されたPOMSやボルグスケールは運動中の心

拍数と弱から中程度の相関があった．すなわち，顕在指標は運動前よりは運動後の心拍数と関連が

あることを示している．このことは，潜在的な接近動機の方がPOMSよりも運動中の心拍数を予測す

る有力な測定法であることを示している． 

また，運動前の心拍数は運動中の心拍数と弱から中程度の正の相関があった．しかしながら，15

分後及び20分後では，運動前の心拍数よりも，潜在指標の方が運動中の心拍数との相関関係が強く

なることが示された．このことは，15分以降は，運動中の心拍数が運動前の心拍数の影響を受ける

というよりは，潜在的な接近動機の影響を受けていることを示している． 

運動中の心拍数が高いということは，努力度が高いことを示唆しており，動機づけの機能として

考えることができる．しかしながら，本研究では，動機づけの機能である行動の持続性は証明され

ていない．Banting et al.（2011）は，実験課題としての運動が終了した後でも，続けて運動をし

たい旨の希望があった参加者を記録しており，行動の持続性を証明している．この研究は，潜在指

標を測定したものではないが，実験計画として動機づけの機能を網羅している点で今後の参考にな

る．また，本来，快適自己ペース運動は，参加者の自由意思によりペースを自己決定することで快

感情や熟達感が獲得され，その結果，運動の継続が促される（橋本，2011）という仮説が立てられ
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ていることから，今後は，運動の継続を証明できる実験課題を考えていく必要がある． 

 加えて，本実験は，1 回のみの実施であった．潜在指標は自覚していないうちに心理指標が測定

されることから，社会的望ましさが反映されにくいというメリットがある反面，同様の結果が繰り

返し示されるのかという疑問が残るため，今後も運動場面でのAMPによる研究結果の再現性は検討

していく必要があると考えている． 
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